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研究成果の概要： 

フグスグル湖湖底堆積物の採取と分析、バイカル湖湖底堆積物の分析そしてその周辺の環境解

析から、ユ－ラシア東部内陸部における環境変動については以下のことが示唆された。１）最

終間氷期（MIS5e）から亜氷期（MIS5d）への移行は急激であり、MIS5d は氷期に相当する

ような寒冷期であった、２）MIS11 は亜氷期を伴う超間氷期であった、３）最終氷期において

は内陸部でも 5 千～1 万年スケールの Bond Cycle に対応する環境変動があった。 
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１． 研究開始当初の背景 

 

規則的な氷期・間氷期サイクルを基本とする
現行の地球環境システムの確立には種々の
因子が提案されてきたが，最近は二酸化炭素
の減少とともに日射量変動が重要な要因と
して提案されている（Kashiwaya et al., 
2003; Loutre et al., 2003）。ユ－ラシア大
陸中緯度内陸部は日射量変動に関してきわ 
めて敏感な地域であることが知られており，
そしてこの地域にはバイカル湖やフブスグ
ル湖（モンゴル）が位置している。1998年以
降は我が国の研究グループが主導的役割を

果たしながら進めているバイカル湖湖底堆
積物試料からは新たなミランコヴィッチサ
イクルが発見されており（Kashiwaya et al., 
2001），日射量変動の影響を検証するために 
も絶好のフィ－ルドであることが裏付けら
れている。 
今回，研究対象の一つの中心となるバイカル
湖流域にあるフブスグル湖は湖面標高
（1650m）がバイカル湖（446m）よりも 1200m
以上高く，平均気温が低いため，氷期の全面
結氷が遥かに長かった可能性がある。このこ
とは，氷期の底泥全有機炭素含有量がバイカ
ル湖では間氷期に比べて 3～5 分の１程度に
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しか下がらないのに対して，フブスグル湖で
は数 10 分の１に下がることからも示唆され
る。一方，高度が高いために氷期・間氷期の
差異に日射量変動の影響をバイカル湖より
もより鋭敏に受けてきた可能性もある。従っ
て，日射量の影響に関する情報や氷期・間氷
期の推移に関する詳細な情報がフブスグル
湖の試料には含まれている可能性が高い。 
 
２．研究の目的 

 

本研究では，モンゴル・ロシア・韓国との四
カ国共同プロジェクトとして平成 18 年度－
平成 20 年度のうちの２シ－ズンに，湖心部
250m の地点で第四紀をカバ－する長尺コア
の採取を行い，その分析・解析を進める。同
時にこれまでに採取されたフブスグル湖の
詳細な分析・解析，バイカル湖や日本（琵琶
湖・余呉湖）で得られた資料の系統的な整
理・分析・解析を行う。そしてこれらの結果
から現行の地球環境システム（氷期・間氷期
体制）や 10 万年周期体制の確立の契機・要
因や氷期・間氷期の推移に関する日射量の影
響，とりわけ地球温暖化問題に関連して議論
が始まっている現在の間氷期の推移と 40 万
年前の超間氷期との関係、そして最終間氷期
から亜氷期への移行に関わる問題を明らか
にする。 

 

３．研究の方法 

 

１．国際共同研究に関する協定の締結（日
本・モンゴル・ロシア・韓国） 
２．フブスグル湖掘削地点の検討と掘削（日
本・モンゴル・ロシア・韓国）、２本の長尺
コアの採取（平成 19年度、平成 20年度） 
３．掘削試料の分析 
１）試料の分取と国際配分（日本・モンゴル・
ロシア・韓国） 
２）分析項目の決定 
・物理量（粒度、密度、含水比等） 
・磁気特性（古地磁気、岩石磁気） 
・年代測定（ＦＴ，ＴＬ，Ｃ-14 等） 
・同位体分析 
・化学分析（主要元素、微量元素） 
・鉱物分析 
・生物化石分析（花粉、珪藻等） 
４．既存の資料の統合・整理の検討． 
・古気候変動関連資試料 
・物理量・流域環境関連資料 
・年代測定関連資料 
・同位体分析関連資試料 
・化学分析関連資料 
・鉱物分析関連資料 
・生物化石分析関連資料 
５．既存試料の分析と既存資料の解析・整理． 
１）バイカル湖 

・長期試料の整理と分析；BDP93，BDP96，BDP97，
BDP98，BDP99，VER96，VER98 
・短期試料の整理と分析；VER96，VER98，
M-series, G-series 
２）フブスグル湖 
・表層堆積物試料の整理と分析；X-O-series, 
X-OOO-series 
３）余呉湖・琵琶湖 
・長期資料の整理 
・短期資料の整理 
４）流域の試・資料の検討 
・衛星資料の購入と流域地形・地質資料の収
集と解析（バイカル湖・フブスグル湖） 
・水文・気象資料の収集と解析（バイカル湖・
フブスグル湖） 
・流域堆積物・岩石試料の収集と分析（主と
してフブスグル湖流域） 

 

４．研究成果 
 

フグスグル湖長尺湖底堆積物試料の分析結
果は日射量変動との対応を示すとともに間
氷期－氷期の推移に関する重要な知見も明
らかにしている（Kashiwaya et al., 2008, 
JOPL, 投稿中）。これはこの地域が日射量変
動と気候・環境変動の相関を検証するために
は最適の調査地であることを立証している。
重要な知見の一つは、最終間氷期（MIS5e）
から亜氷期（MIS5d）へは”急激な”推移で、
その亜氷期は氷期に相当するような寒冷期
ではなかったのかということである。ヨ－ロ
ッパの“QUEEN”研究グループはおよそ 10万
年前に北極海から拡大する巨大な氷床の出
現そして最終間氷期最盛期と同様の最寒冷
期の存在を推定している（Svendsen et al., 
2004）が、この論文に使用された年代軸の精
度を考えればこの出現は最寒冷期 MIS5dに対
応する可能性があり、フブスグル・バイカル
地域での MIS5dの急激な寒冷化を支持してい
るように思われる。 

また、これまで MIS11 問題として議論の対象
となってきた 40万年前の長い間氷期は、現
在、地球温暖化に関わる現間氷期の推移解明
の手掛かりとして注目されている。これまで
のバイカル湖湖底堆積物情報からは、この間
氷期の間に日射量変動の低下に伴う亜氷期
の存在が示唆されていたが、今回のフブスグ
ル湖湖底堆積物の分析結果も亜氷期の存在
を示している（Kashiwaya et al., 2008, JOPL
投稿中）。さらに、フブスグル湖の流出河川
であるセレンガ河のバイカル湖河口のセレ
ンガデルタ沖で採取された湖底堆積物の分
析結果は最終氷期の詳細な変動を明らかに
した。即ち、堆積物の鉱物粒径の変動や
bi-SiO2 の変動に、大気の詳細な情報をもた
らしたGreenland 氷床コアに認められる5千
～1 万年スケールの変動に対応したものが認



 

 

められ、いわゆる Bond Cycle に対応する環
境変動があったことが認められた。 
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